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ユネスコスクール実践活動事例集 

第３学年 総合的な学習『江別自然調査隊』 

江別市立対雁小学校  

 

Ⅰ 趣旨 

本校の３年生の総合的な学習の時間の中で，『江別自然調査隊』という学習を行っていま

す。身近な自然に触れ、遊び、体験することによって身近に自然を感じることができるよう

に体験を重視しています。 

アイヌと自然とのかかわりを知ることを通して、アイヌ文化と自然とのかかわりを学んで

いきます。 

今回は，その中のいくつかの学習を紹介します。なお，単元全体の流れは下記の表を参照

ください。 

Ⅱ 活動・全体計画 

１．葉っぱのステンドグラスを作りました 

 まず，学年全体で自然についてのオリエ

ンテーションをして意欲付けを行った後，

６月に校舎の周りを歩いてみました。マツ

やクリ，ナナカマドなどいろいろな木が学

校の周りにあることがわかりました。ま

た，葉っぱもさまざまな色や大きさ，形が

あることに気付くことができました。その

個性ある葉っぱたちを集めて，子どもたち

一人ひとりが，葉っぱのステンドグラス作

りに挑戦しました。 細かったり，丸かった

り，とがっていたりする様々な葉っぱを組

み合わせ，思い思いのステンドグラスに仕

上げることができました。 

２．木や森のプロが来ました 

 ステンドグラス作りで，少し木を身近に

感じることができた子どもたちは，７月に

石狩振興局森林室の皆さんに協力してい

ただいて， 

 ・自分たちと木とのつながり 

  ・森林の種類  

  ・種の種類 

  ・木の種の運び方 
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など，貴重なお話を聞いて，さらに興味・関心を

高めることができました。また，体験活動として

「ラワン」という木の実の模型を作って，みんな

で飛ばしてみることに挑戦しました。 材料を受

け取った子どもたちは，森林室の皆さんのお手本

を見ながら，上手に羽の部分を曲げて，自分なり

の模様を書き入れて，ロケットラワンを完成させ

ていました。 

   そして，輪ゴムを使って発射！ 
 ロケットラワンは，見事にクルクル回りな

がら，子どもたちの所に落ちてきました。子ど

もたちは大興奮，大満足でした。 

 

３．最後は新聞にまとめました 

  ９月はまとめの学習として，子どもたちは

これまでの学習を新聞にまとめました。 

主に次のようなテーマで新聞を作成しまし

た。 

 

  ・木を使った遊び 

  ・木と人のつながり 

  ・木の地球での役割 

 

子ども達は，それまでの体験活動や人との

関わりからたくさんのことを学び，新聞づく

りに生かしていました。どれもすばらしい内

容でした。   

 

 

 

Ⅳ 成果と課題 

今回の学習を通して，地域の自然に関心を持ち，これまで以上に自然に親しみ，自然を

大切にしていこうとする気持ちをもってくれたのではないかと思います。 


